
10 

 

Ⅲ 環境の指標 

 

１ 身近な環境に関わる状況～行政による規制から市民一人ひとりの取り組みへ 

 身近な環境問題と言えば、公害が有名です。我が国では、明治以降の急激な工業化により多く

の公害が発生しました。1880年頃に起こった「足尾銅山鉱毒事件」が我が国の公害問題の原点と

言われています。以降も、水俣病、第二水俣病、四日市ぜんそく、イタイイタイ病など公害が発

生しましたが、現在では、法律による有害物質等の排出規制により、大規模公害は少なくなりま

した。 

これに代わり、最近は、隣家からの騒音などが公害問題の中心となっています。これらは、市

民一人ひとりの取り組みによるところが大きい問題です。このほかにも、ごみのポイ捨てや野良

猫、野鳥への餌付けによる住民とのトラブルなど、市民のモラルに関わる事柄が身近な環境問題

となっています。 

 

 

動物に関する苦情等受付件数の推移 

 

資料：酒田市 

動物たちは心を癒し、豊かさを与えてくれます。動物を飼うことは、動物の命を預かることで

あり、飼い主には動物が健康に暮らせるようにするとともに、周りに迷惑を掛けないようにする

責任があります。本市には、猫や犬などのペットに関する、さまざまな苦情やトラブルが寄せら

れています。 

飼い主は動物が健康に暮らせるように、また近隣に迷惑を掛けないようにモラルとマナーを守

り、責任と愛情を持って飼育することが大切です。 

  

苦　情　内　容 平成23年度 平成24年度 平成25年度

餌付け 4件 6件 4件

その他 0件 9件 4件

飼い
飼い方全般
（主に放し飼いに係る糞尿被害）

7件 8件 9件

鳴き声 0件 2件 0件

その他 7件 3件 8件

ハクビシン、蜂等 3件 4件 4件

主に冬季の中心市街における
集団化、巣の駆除要請等

3件 13件 18件

主にムクドリの群れに関する
苦情相談

0件 4件 4件

24件 49件 51件

猫

野良

その他野鳥関係

計

犬

その他動物関係

カラス関係
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 公害苦情等受付件数の推移 

       

単位：件数 

年度 大気汚染 水質汚濁 騒音 振動 悪臭 その他 計 

平成 １６年 16 2 21 1 21 21 82 

１７年 11 11 8 1 24 19 74 

１８年 14 18 9 0 4 22 67 

１９年 7 4 18 1 34 20 84 

２０年 11 6 17 1 20 18 73 

２１年 6 2 15 2 14 18 57 

２２年 2 1 14 0 10 19 46 

２３年 6 0 14 1 10 11 42 

２４年 6 0 12 1 15 10 44 

２５年 9 1 14 0 24 4 52 

資料：酒田市 

 

 

過去１０年間では、総じて公害苦情の件数は、減少傾向にあります。本市に寄せられる公害苦

情の特徴として、大気汚染など広範囲にわたるものではなく、騒音や悪臭などの身近な環境に関

わる相談が多くなっています。 
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酒田市の自動車交通騒音 環境基準適合状況 

年度 
昼間・夜間とも 

基準値以下 

昼間のみ 

基準値以下 

夜間のみ 

基準値以下 

昼間・夜間とも 

基準値超過 

平成 １６年 96.0% 3.0% 0.0% 1.0% 

 １７年 95.3% 2.5% 0.1% 2.1% 

１８年 99.5% 0.3% 0.0% 0.2% 

１９年 96.9% 2.9% 0.0% 0.2% 

２０年 95.3% 3.7% 0.0% 1.0% 

２１年 98.4% 1.5% 0.0% 0.1% 

２２年 99.6% 0.0% 0.0% 0.4% 

２３年 99.8% 0.0% 0.1% 0.2% 

２４年 100% 0.0% 0.0% 0.0% 

２５年 100% 0.0% 0.0% 0.0% 

資料：山形県、酒田市 

酒田市の自動車交通騒音は、概ね良好な状態にあるといえます。最近では、ほぼ環境基準を満

たしています。 
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（参考）平成２５年度酒田市の自動車交通騒音調査結果 

実

測 

※ 

路線名 

車

線

数 

評価区間 
距離

(km) 

住宅

等戸

数 

A～D

（戸） 

昼間・

夜間と

も基準

値以

下 

A（戸） 

昼間

のみ

基準

値以

下 

B

（戸） 

夜間

のみ

基準

値以

下 

C

（戸） 

昼

間・

夜間

とも

基準

値超

過 

D

（戸） 

 
一般国道 7号 2 広野～広栄町 1.4 15 15 0 0 0 

 
一般国道 7号 4 上安町一丁目 1～下安町 0.1 2 2 0 0 0 

 
一般国道 7号 4 豊里～豊里 0.1 7 7 0 0 0 

○ 一般国道 112号 2 緑ケ丘二丁目～飯森山 1.4 170 170 0 0 0 

  酒田鶴岡線 4 京田～錦町三丁目 0.6 62 62 0 0 0 

  酒田鶴岡線 2 錦町三丁目 5～錦町四丁目 0.6 82 82 0 0 0 

  酒田停車場線 2 相生町二丁目 1～中央東町 1 0.3 92 92 0 0 0 

○  酒田港線 2 船場町一丁目～本町三丁目 0.5 125 125 0 0 0 

  酒田港線 2 中町三丁目～中町二丁目 0.3 37 37 0 0 0 

  生石酒田停車場線 2 曙町 1丁目～駅東二丁目 1 221 221 0 0 0 

○  吹浦酒田線 2 ゆたか二丁目～泉町 1.1 20 20 0 0 0 

  吹浦酒田線 2 泉町～光ケ丘三丁目 1.3 207 207 0 0 0 

○  吹浦酒田線 2 寿町～中町三丁目 0.7 133 133 0 0 0 

○  宮野浦坂野辺新田線 2 宮野浦二丁目～高見台二丁目 1.2 275 275 0 0 0 

  宮野浦坂野辺新田線 4 飯森山～飯森山 0.9 22 22 0 0 0 

  浜中余目線 2 広野～広野 0.3 4 4 0 0 0 

  一般国道 7号 4 大字落野目～あきほ町 0.4 2 2 0 0 0 

  一般国道 7号 4 あきほ町～東町二丁目 2 112 112 0 0 0 

 
一般国道 112号 2 光ヶ丘四丁目～大字宮海字新林 2.1 51 51 0 0 0 

 
一般国道 344号 2 大字中野曽根字小境地～上安町一丁目 0.8 46 46 0 0 0 

 
酒田松山線 4 上本町～東町二丁目 1.6 273 273 0 0 0 

  酒田松山線 2 東町一丁目～大字大町字上割 1.2 42 42 0 0 0 

  吹浦酒田線 2 あきほ町～山居町二丁目 2.4 248 248 0 0 0 

  吹浦酒田線 2 千石町一丁目～一番町 0.7 65 65 0 0 0 

  計 23.0 2,313 2,313 0 0 0 

資料：酒田市 

※実際に測定していない評価区間については、実測した区間と道路構造や交通量等が概ね一定と

みなせる場合、実測結果を準用し評価しています。  
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（参考）公園の状況 

単位：箇所、ha 

 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 

（H18.4.1現在） （H19.4.1現在） （H21.2.1現在） （H22.2.1現在） 

箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 

都市公園 139 168.8 139 169.4 140 170.8 140 171.0 

酒田市公園 11 11.5 11 11.5 11 8.6 11 8.6 

農村公園 34 5.2 34 5.2 34 5.2 34 5.2 

農村広場 14 55.9 14 56.8 14 56.8 15 57.8 

 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 

（H23.2.1現在） （H24.2.1現在） （H24.4.1現在） （H25.4.1現在） 

箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 箇所数 面積 

都市公園 140 171.0 139 171.0 139 171.0 139 171.0 

酒田市公園 11 8.6 11 8.6 11 8.6 11 8.6 

農村公園 34 5.2 34 5.2 34 5.2 34 5.2 

農村広場 15 57.8 15 57.8 15 57.8 15 57.3 

 資料：酒田市 
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